
乗
数
過
程
と

イ

ン

フ

レ

ー

シ

ョ

ン

( 6 5 ) 研 究 ノ ー ト

天

野

昌

功

一

は

じ

め
に

ケ

イ
ン

ジ

ア

ン

の

数
学
分
析
で

は
､

生

産
物
市
場
の

不

均
衡
に

対

す
る

(

1
)

企
業
の

生

産
調
整
機
構
が

想
定
さ
れ

て

い

る
｡

以

下
に

お
い

て

は
､

生

産

物
市
場
の

(

正
あ

る

い

は

負
の
)

超
過
需
要
状
態
に

対
し

て
､

こ

の

よ

う

な

生

産
量
調

整
(

実
物
的
な

乗
数
過
程
)

と
､

物
価
変
化
率
の

変
動
が

有

限
の

速
度
で

生

ず
る

こ

と

を

前
提
と

し
て
､

物
価

変
化
率
､

実
質
賃
金
率

な

ど

の

動
態
が

検
討
さ
れ

る
｡

体
系
は

労
働
市
場
の

状
態
と

賃
金
率
の

ビ

ヘ

イ
ビ

ア

に

応
じ
て
､

二

つ

の

局
面
に

分
け

ら

れ

る
｡

労
働
需
要
量
(

恥
)

は
､

企

業
の

短
期
的
な

生

産
調

整
か

ら
の

派
生

需
要
と

し
て

生

ず
る

の

で
､

賃
金
率
に

依
存
し
な

い

(

一

方
こ

こ

で

は

企
業
の

投

資
需
要
は
､

よ

り

長
期
的
な

目
棟
に

も

と
づ

い

て

な

さ

れ

る

と

想
定
さ

れ
て

い

る
)

｡

名
目
賃
金
率
(

『
)

は
､

粘
が

労

働
存

在
量
よ

り

充
分
小

さ
い

と

き

硬
直
的
で

あ

り
､

労
働
供
給
量
(

鵜
)

は
､

こ

の

名
目

賃
金
率
の

下
で

無
限
に

弾
力
的
で

あ

る

と

仮

定
さ

れ

る

(

第
一

図

参
照
｡

こ

こ

で

恥
曲
線
の

垂
直

部
分
と

粘
曲
線
と

の

距
離
が

非

自
発
的
失

業
量
で

あ
る
)
｡

労
働
市
場
が
こ

の

よ

う
な

状
態
に

あ

る

と

き

が

イ
ン

フ

レ

ー

シ

ョ

ン

の

第
一

局
面
と

呼
ば

れ

る
｡

生

産
物
市
場
に

正

の

超
過
需
要
が

あ

る

と

き
､

企
業
の

生

産
調
整
に

よ
っ

て

第
一

図
の

恥
曲
線

は

右
に

シ

フ

ト

す
る
が
､

そ
の

速
さ
が

労
働
存
在
量
の

右
シ

フ

ト
の

速
さ

よ

り

大
き

け
れ

ば
､

恥

曲
線
は

鵬
曲
線
に

接
近

す
る
｡

こ

の

場
合

賃
金
率

は

労
働
市
場
の

逼
迫
を

反
映
し

て

硬
直

性
を

失
い
､

労
働
の

需
給
状
態
に

応
じ

て

変
動
す
る
で

あ

ろ

う
｡

こ

の

よ

う
な

状
態
が

イ
ン

フ

レ

ー

シ

ョ

ン

の

第
二

局

面
と

呼
ば
れ

る
｡

こ

の

小

論
で

は
､

以

上
の

二

局
面
の

体
系
の

動

学
的
性

質
(

と

く
に

第

一

局
面
か

ら

第
二

局

面
へ

､

あ

る
い

は

第
二

局
面
か

ら

第
一

局
面
へ

の

移

行
過
程
)
､

そ

し

て

生

産
調

整
の

調
整
速
度
が

体
系
の

安
定
性
あ

る

い

は

均

斉
状
態
に

お

け
る

物
価
変
化
率
と

ど
の

よ

う
な

関
連
を

も
つ

か
､

を

検

討
す

る
こ

と
が

主
な

目

的
で

あ

る
｡

〓

記
号
と

関
係
式

記
号
を

次
の

よ

う
に

定
め
る
｡

ア
･

実
質
産
出
量
､

g
･

実
質
資
本
ス

ト
ア

ク
､

Ⅳ
･

労
働
雇
用
量
､

ヤ
労
働
需
要
量
､

や
労
働
供
給
量
､

て
･

意
図
さ

れ

た

実

質
技

巧

ぶ

･

意
図
さ

れ

た

実
質
貯
蓄

､

γ

･

資
本
の

限
界
生

産
力
､

P
･

証

券

の

実
質
利
子

率
､

『

･

名
目
賃
金

率
､

ぴ

･

実
質
賃
金
率
､

p
･

物
価

呵

ヒ
1

水
準
､

打

･

物
価
変
化
率

､

狐
･

名
目

貨
幣
供
給
量

､

苛
内-

､

胃
内1

､

胃
脈
(

パ

ラ
メ

ー

タ

↓
｡

以
下

の

分
析
は

労
働
市
瘍
の

状
盤
に

よ
っ

て

二

つ

の

局
面
に

分
け

ら
れ

9

て

い

る

の

で
､

労
働
市

場
を

除
き
､

両
局
面
に

共
通
の

関
係
式
を

次
に

説

15
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明
し

よ

う
｡

生

産
関
数
は
､

資
本
と

労
働
に

閲
し
一

次

同
次
の

コ

ブ
･

ダ

グ

ラ

ス

型

で

あ

る

と

す

る
｡

勺

=
P

内
丁
巾

篭

忘
琵

軌
8

細

野

:
汁

○

<

ス
ー

8

細
野
(

粋
敵
3

埠
壷

雀
ゝ

序
)

あ

る

い

は

哩

=
串

曳

こ

の

と

き

→

=

又
-

-
巾
)

曳
…

＼

=

莞
(

-

1
巾

)

臼

エ
>
○

物
価
変
化
率
は
､

生

産
物
に

対

す
る

超
過

需
要
の

対

質
本
ス

ト
ッ

ク

比

に

依
存
す
る

と

し
よ

う
｡

ヨ
｢

‖
へ

ぺ

(

㌣
如
)
”

再

訂
〕

M

8
‥

冊
拙
沖

こ
ニ

次
に
､

企
業
は

生

産
物
市
場
の

需
給
ギ

ャ

ッ

プ

に

対

し
､

次
式
で

示

さ

れ

る

よ

う
な

生

産
調

整
を

行
う
と

す
る
｡

耶
爺
･

帥
)

吾
曽
覿

(

N
)

こ

こ

で

キ
･

指
は

そ

れ

ぞ

れ
､

計
画
産
出
量
お

よ

び

産
出
量
の

計
画
増
分

を

表
わ

す
｡

こ

の

場
合
生

産
関
数
か

ら

耶
鮨
＋
(

-

茹

(

3
こ

が

成
立

し
て

い

る
｡

(

∽
)

資
本
単
位
あ
た

り
の

投
資
需
要
は
､

資
本
の

限

界
生

産
力
の

増
加
関
数
､

実
質
利
子

率
と

実
質
賃
金
率
の

減
少
関
数
と

す
る
｡

一対
n

貫
J

手

早
苧
>
○

き
<
○

き
<
○

(

色

刷

こ

こ

で
､

実
質
賃
金
率
の

上

昇
は

利
潤
の

低
下
を

通
じ

意
図
さ

れ

た

資
本

蓄

積
率
に

負
の

効
果
を
及
ぼ

す

と

想
定
さ
れ

て

い

る
｡

ま
た

貯
蓄
関
数
を

次
の

よ

う
に

表
わ

す
｡

払村
=

文
学

且

こ
唱

>
○
-

㌻
<
○

〈

望

ぎ
き

∧
○

は

消
費
に

対

す
る

実
質
残
高
効
果
を

表
わ

し
て

い

る
｡

貨
幣
に

対

す

る

需
給
均

衡
条
件
は

次
式
の

よ

う
に

書
か

れ

る
｡

ヨ
=
ト
(

ぎ

ゃ

且
"

ト
唱

>
○
､

ト
勺

<
○
､

○

<

ト
∋

∧
-

(

空

こ

こ

で

上

関
数
は

資
本
単
位
あ
た

り

の

実
質
貨
幣
需
要
で

あ

り
､

○

∧

ト
ヨ

<
-

ほ

貨
幣
需
要
に

対

す
る

実
質
残
高
効
果
を

表
わ

す
｡

ま

た
m

を
パ

ラ

メ

ー

タ

ー

と

仮
定
し
､

そ
れ

を
一

定
に

保
つ

よ

う
な

貨
幣
供
給
が

な

さ
れ

て

い

る

と

す
る
｡

以
上

の

諸

関
係
を

整
理

し
ょ

う
｡

ま

ず
(

6
)

よ

り

幣
-

蛸
>

品
=

輔
<
｡

し

た

が

っ

て

貨
幣
市
易
の

均
衡
条
件
ほ

次
式
の

よ

う
に

な

る
｡

勺

=

叉
白
)

首
)

…

雷
>
○
-

勺

∋

<
○

こ

の

式
を

(

4
)

に

代
入

す
る

と

一対
=

号
ニ
ス
き

且
二

且

こ

こ

で

q

匂

=
苧
ヽ

＋

若

君

と

な

る

が
､

投
資
の

利
子

弾
力
性
が

あ

ま

り

大
き

な

も
の

で

な
い

と

す
れ



ば

ぎ
>
○

と

考
え

ら

れ
よ

う
｡

以

下
こ

の

こ

と

を

仮
定
す
る
｡

さ

ら
に

q

き

=

苧
勺

3

>
○

し
た

が

っ

て

投
資
関
数
は

一対
=

ス
包

主
且
い

ざ
>
○
､

ざ
<
○
-

㌻
>
○

(

ゴ

純

( 6 7 ) 研 究 ノ ー ト

と

書
直
さ
れ

る
｡

次
に

(

5
)

に

つ

い

て

は

ぎ
=
計

墨
､

>
○

で

あ

る

か

ら
､

貯
蓄
関
数
は

次

式
の

よ

う
に

な
る
｡

わ村
=

叉
臼
〉

且
小

菅
>

言
き

<
○

垂

そ
こ

で

(

7
)
､

(

8
)

を

(

1
)

に

代
入

す

る

と

司

=

A
入
日

も
e
､

ヨ
)

-

叉
臼
､

ヨ
)

]

(

翌

一

方
(

2
)

､

(

3
)
､

(

7
)
､

(

8
)

よ

り

(

如
勺

=
ト

を

用
い

て
)

群
小

言
責

予
叉

言
↑

→
ス

…
且

(

岩

-

-
巾

が

得
ら

れ

る
｡

三

イ

ン

フ

レ

ー

シ
ョ

ン

の

第
一

局
面

第
一

局
面
に

お

け
る

労
働
の

需
要
･

供
給
曲
線
は

第
一

図
に

示

さ

れ
て

い

る
｡

こ

こ

で

は

労
働
需
要
量
が

労
働
存
在
量
よ

り

充
分
小

さ

く
､

名
目

賃
金
率
は

司
=
-

＼㌔

に
･
お
い

て

硬
直
的
で

あ
る

と

想

定
さ

れ

て

い

る
｡

企

業
は
､

生

産
物
市
場
の

需
給
ギ
ャ

ア

ブ

に

対

し

生

産
調

整
を
し
､

そ
の

よ

う
な

調
整
の

派
生

需
要
と

し

て

労
働
を

需
要
す
る

と

想
定
さ

れ

て

い

る

か

ら
､

恥
の

名
目

貸
金
弾
力
性
は
ゼ

ロ

で

あ

る
｡

一

方
的
は
､

労
働
存
在

一

凶
一第

姑
Ⅳ

凧

め
に

は

(

1 0
)

式
か

ら

分
る

よ

う
に
､

け

れ

ば
な

ら

な
い

)
｡

他
方
恥
曲
線
も
､

右
に

シ

フ

ト

す
る
｡

こ

こ

で

量
を

境
に
､

名
目

賃

金

弾
力
性
が

無
限

大

(

1
)

か

ら
ゼ

ロ

に

変
る
｡

生

産
物
市
場
に

超
過

需
要
が

存
在
す

る

と

き
､

企
業
は

(

10
)

式
に

従
っ

て

恥
を

右

に

シ

フ

ト

さ

せ

る

(

も
っ

と

も

労
働
投

入

量
が

不

変
で

も

正

の

資
本
蓄
積
に

よ
っ

て

生

産
量
は

増
加
す

る

か

ら
､

恥

曲
線
が

右
に

シ

フ

ト

す
る

た

ト

ー
払

-

■
m

ト

正

確
に

は

村
>

可
内-

で

な

労
働
存
在
量
の

増

加
に

よ
っ

て

鞘
→

ニ

嘉
)

と

仮
定
し

ょ

う
｡

そ

し
て

粘
の

シ

フ

ト

の

速
度
が

恥
の

そ
れ

よ

り

大
き
い

と

き

恥

曲
線
は

恥
曲
線
に

接
近

し
､

労
働
市
場
の

逼
迫
に

よ
っ

て

名
目

賃

金
率
が

変
動
を

始
め
る
｡

そ

し
て

体
系
は

第
二

局
面
へ

移
行
す
る
｡

一

.⊥

は

じ

め

に

第
一

局
面
の

動
学
体
系
を

導
出
し

よ

う
｡

こ

こ

で

は

号
--
○

畑
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で

あ

る

か

ら

(

9
)

よ

り

…
=

･

A
八

苦
-

阜

丁
叉

忘
)

]

巨

払

h
く
､

b
n

.

ま

た

叫
=

到
-

吋

詳
吉
で

あ
る

か

ら

ー

1
巾

沖
‖

仲
[

八

雲
e

主
上
(

召
さ
)

T

l
告
ミ

豆
-

叉
き

且

臼

巾

巾

(

-

拉

こ

こ

で

実
際
の

資
本
蓄
積
率

栂
=
払

と

想
定
さ

れ
て

い

る
｡

次
に

(

1 1
)
､

(

1 2
)

で

表
わ

さ

れ

る
ぴ

､

∬

の

変
動
径
路
を

位
相
図
に

よ
っ

て

検
討
し

ょ

う
｡

∬

1
び

平
面
上
で

各

=
○

曲
線
､

』

=
○

曲
線
の

傾
き

は

そ
れ

ぞ

れ

㌍
㍉
｡

益
軒

㍉
｡

と

み

な

す
こ

と
が

で

き

る
｡

そ

し
て

つ

ね
に

ト

>
○
､

払

>
○

で

あ

る

と

す

れ

ば

さ

=
○

曲
線
上
で

は

払

-

-
の

叫
=

-

-
入
日

主
且
-

叉
』

盲
)

<
○

巾

し
た

が

っ

て

こ

の

場
合
の

動
学
体
系
に

は

均
斉

状
態
(

さ

=
払

=
○
)

は

存

在
し

な
い
｡

こ

の

平
面
上

で

鞘
晶
線
(

こ

れ

を

苦
呼
ぶ
)

は
(

1 ｡
)

か

ら

与
え

ら
れ

る

が
､

そ
の

傾
き

は

上βg

約
｢

(

b

＋
の

ー

こ
→

宅

乱

琶針
㌃
0

11

■

｢

→

匂

-
唱
Q

→

宅

㌍
○

(

b

＋
巾

-
-

)

→

b

-
(

b

十
h

)

雷

忘
＋
の

-
-

)

→

ぢ

と

な

る
｡

こ

こ

で

ケ

イ
ン

ズ

の

安
定
条
件
か

ら

ざ

⊥
晋
<
○

と

み

な

す

(

さ
)

こ

と
が

で

き

る
｡

ま

た

第
一

局
面
の

β
の

値
に

つ

い

て

は

次
の

よ

う
に

考

え

る
｡

(

3
)

は

.

呵

㌔
=

村

写
-
払
)

と

な

る

が
､

叩
は
1

す
i
一
4

の

値
を

と

る
｡

第
一

局
面
で

は

罪
目

発

的
失
業
が

存
在
す
る

た

め
に
､

企
業
は

望
む
だ

け
の

付

加
的
な

労
働
を

獲

得
す

る

こ

と
が

で

き

る

と

想
定
さ

れ
て

い

る
か

ら
､

こ

の

よ

う
な

状
況
で

ほ
､

企
業
は

生

産
物
に

対

す
る

超
過
需
要
の

1

丁
-

土
4

以
上

の

生

産

増
加
を

意
図
す

る

と

考
え
る

輯
ほ

妥
当
で

あ

ろ

う
｡

｡

の

場

合

芯
-

で

あ

り
､

b

＋

7
-

∨
○

と

な

る
｡

こ

れ

ら
の

こ

と

か

ら

で

あ

り
､
野
訂

㍉
約
｢
‖

鮎
川

紺
>
｡

並
㍉

㌘
0

･

誹
>
｡

で

あ

る
｡

ま

た

司

=
○

曲
線
は

(

9
)
､

(

1 1
)

か

ら

明
ら

か

な

よ

う
に

さ

=
○

曲
線
に
一

致
す
る
｡

さ

ら
に

そ

叫

豊

野
阜

ず
入
｡

梅毎
号
…

⊥

巾

可
‖

t
墨

鳩
=

l b
(

星
山
き



㌢

加

訂

引
=

莞
弓

<
○
}

訂-
=

各

月

曲
線
上
で

は

さ

A
(

-

1
巾

)

ス
包
-

∈
〉

訂-
=

Å
1

む

-

邑
<
○

琶

も

- 臼
=

〒
叉
き

且
州
O

h

q

と

な
っ

て

い

る
｡

以

上

の

こ

と

か

ら
､

第
二

図
の

位
相
図
が

得
ら

れ

る
｡

も

し

経
済
が

図
の

α

､

∂

で

示
さ

れ
る

径
路
を
た

ど

る

な

ら
ば
､

当
初

労
働
需
要
の

成
長
率
は

供
給
の

成
長
率
よ

り

低
く
､

第
一

園
の

労
働
供
給

第 二 園

泌= 0 および 打
= 0

転
デフレ

ー

ショ
乞J

ン フレ ー

シ ョ ン

究<;

( 6 9 ) 研 究 ノ
ー ト

滋ニ 0

｢

J
ウ

紺

曲
線
･

需
要
曲
線
の

垂
直
部
分
の

距
離
は

拡
大
す

る
.

(

非
自
発
的
失
業
は

増
大
す
る
)

が
､

や

が

て

経

済
は

完
警
越
え

鮒
>

芸
領
域
に

入

る
｡

そ

し
て

以

降
は

第
一

図
の

垂
直
部
分
の

距
離

は

加

速

的
に

縮

少

し

(

非
自
発
的
失
業
が

減
少
し
)
､

経
済
は

笥
二

局
面
に

移
行
す

る

で

あ

ろ

う
｡

以

上
の

過
程
を

通
じ
て

物
価
変
化
率
は

上

昇
す

る

で

あ

ろ

う
(

払

=
○

曲

線
の

西

南
方
に

お

い

て

打

が

上

昇
し

続
け

る

こ

と

は
､

払

=
○

曲
線
の

傾

き

の

絶
対

値
が

司

=
0

0
ロ
S
t
一

曲
線
の

傾

き

[

そ

れ

は

司

=
○

曲

線
の

傾

き
に

等
し
い
]

の

絶
対

値
よ

り

大
き
い

こ

と
か

ら

推
論
さ

れ

る
)
｡

他
方

経
済
が

e

の

径
路
を
と

れ

ば
､

デ
フ

レ

ー

シ

ョ

ン

は

解
消
さ

れ

ず
､

名
目

賃
金
率
一

定
の

下
一

て

実
質
賃
金

率
止

昇
の

累
積
過
程
を
た

ど
る

で

あ

ろ

ぅ
｡

こ

こ

で

は

鮒
<

芸
あ

り
､

鞘
｡

｡

邑
･

曲
線
の

傾

き

(

=
且

曲
線
の

傾
き
)

は

さ

=
○

曲
線
の

傾
き

よ

り

絶
対

値
に

お

い

て

大

き

い

の

で
､

時
間
の

経
過
に

伴
い

第
一

図
の

や
杓
曲
線
の

距
離
は

加
速
的
に

拡
大
す
る
｡

と
こ

ろ
で

さ

=
○

曲
線
上
で

ぼ

-
川

ほ

u
ぽ
>
○

む

ヨ

→

昌

で

あ
る

か

ら
､

パ

ラ

メ

ー

タ

ー

で

あ

る

実

質
残
高
･

資
本
比
m

の

増
大
に

よ

り
､

さ

=
○

曲
線
は

上

方
に

シ

フ

ト

す

る
｡

し

た
が

っ

て

経
済
が

径

路

¢

を

と
っ

て

い

る

と

き
､

仇

を

適
当
に

引
上

げ

る

こ

と
に

よ
っ

て
､

径
路

あ

へ

の

転
換
を

図
る

こ

と
が

可
能
で

あ

ろ

う
｡

四

イ
ン

フ

レ

ー

シ

ョ

ン

の

第
二

局
面

'
J

第
一

局
面
に

お
い

て

経
済
が

第
二

図
の

α

､

ぁ

の

径
路
を

と

る

と

き
､

畑
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や
が

て

群
青
鮒
と

な

り
､

第
一

図
の

晋
線
は

晋
線
に

接
近

し
､

経
済
は

第
二

局
面
に

入

る
｡

こ

こ

で

は

貨
幣
賃
金
率
は

硬
直
性
を

失

い
､

労
働
市
場
の

逼
迫
を

反

映
し
て

変
動
す
る
｡

こ

の

場
合
の

貸
金
変
動

を

次
式
で

表
わ

そ

う
｡

叫
‖
｢

(

紺
･

幣
轟
･

÷
昌
品
評

戸
鎚

こ

の

式
は
､

労

働
市
場
の

需
給
ギ
ャ

ッ

プ

の

変
化
に

対
し

実
質
賃
金
率
の

水

準
が

変
動
す
る
こ

と

を

意
味
し
て

い

る
｡

こ

の

と

き

(

10
)

､

(

13
)

よ

+

n
ノ

叫
=

草
書
盲
丁
叉

量
･

甘
芸

子
3

]

富

次
に

雇
用
の

成
長
率
に

つ

い

て

は
､

第
二

局

面
で

は

き
>

き
の

場

合
は

的
‖

鞘

若
き
の

誓
は

的
=

甲
と

考
え
る

こ

と

が

妥

当
で

あ

ろ

う
｡

し
か

し

こ

の

二

つ

の

場
合
で

は
､

均
斉
状
態
と

動
学
体
系

ヒ
､

景

の

性
質
と

が

全
く

同
様
に

な

る

の

で
､

以

下
で

は

封
=

討
と

す

る
｡

こ

の

と
き
∬

の

変
動
方
程
式
は

第
一

局
面
の

(

1 2
)

式
と

同
一

に

な

る
｡

つ

ま

り
咋
=

- b
[

A

言
-

且
-

叉

忘
)

T

-
ス

芸
且
-

叉

言
)

-

-
向

日

也

佃

戸

包

(

1 4
)

､

(

1 5
)

が

第
二

局
面
の

ぴ

､

∬

の

変
動
を

表
わ

す
｡

前
節
と

同

様
に
､

こ

の

場
合
も

以
上

の

二

式
を
∬

.

i
W

平
面
で

位
相
図

に

摘
こ

う
｡

(

1 ｡
)

､

(

1 4

言
り

邑
曲
線
と

紺
‖

孟
線

富

娘
)

は
一

致
す
る
｡

そ

し

て

次

式
が

成
立

し
て

い

る
｡

㌘
0

･】

約
h

宍
1

日

1

雷
)

-
(
-

-
h

)

→

臼

J 6 4

匂

(

も

＋
巾

1
-

)

ぶ
e

<
○

(

も

＋
巾

-
-

>
○

)

>
○

(

も

＋
巾

-
-

<
○

)

㌍
0

叉
㌔
-

雷
)

-
(
-

-
巾
)

㌔
-

雷

(

b

＋
の

-
-

)

㌔
)

<
○

(

も

＋
巾

-
-

>
○

)

>
○

(

b

＋
巾

1
-

<
○

)

㌍
㍉

㌘
㍉

乱
排
L
>
○

(

も

＋
巾

-
-

>
○
)

∧
○

(

も

＋
爪

1
-

<
○

)

A

び
｢

(

も

＋
巾

1
-

)

む

∈

→

ミ

<
○

(

も

＋
の

-
-

>
○

)

>
○

(

も

＋
?
-
-

<
○

)

炉
ギ
邑
.

ず
竜

む

臼

巾

軋

弓削

-

ほ
<
O

R

‖
0

→

6

11金
浦
→

宅

{

む

さ

<
○

(

b

＋
の

1
-

>
○
)

>
○

(

b

＋
m

-
-

∧
○
)

庵
‖

ギ
邑
･

ヅ
ハ
｡

む

臼

巾

む

司

む

司

引
=

§
昌

<
○
-

凱
=

Å
→

Q

-

邑
<
○

以

上
の

こ

と

か

ら

b

＋
巾

-
-

>
○
､

も

＋
巾

1
-

<
○

の

そ
れ

ぞ

れ

の

場
合
に

っ

い

て

第
三

国
､

第
四

国
の

位
相
図
が

得

ら

れ

る
｡

屯

十

T
-

=
○

の

場



合
ほ

(

1 4
)

､

(

1 5
)

よ

り

叫
‖

･

詫
叉

呈
⊥
仝
巾
‖

-

相
違

と

な

り
､

ぴ
､

∬

の

累
積
的
低
下
が

生

ず
る
｡

こ

の

と

き

む

司

む

司

ほ
=

-

恒
叉
き

且
<
○
-

引
∧
○
}

ぎ-
<
〇

七
b

巾

で

あ

る

か

ら
､

経
済
は

物
価
変
化
率
を

上

昇
さ

せ
つ

つ

第
一

局
面
へ

移
行

す
る

で

あ

ろ

う
｡

藷> 乃
申

= 0 およ び

党= 乃

党< 乃

( 7 1 ) 研 究 ノ ー ト

第三 囲 β＋e- 1 > 0 の と き

一

1
デフ レ ー ショ ン

､
､

-
-

-
一

打 こ 0

､
乃

ク才

ガ

ー

う
イ ン フレ

ー

シ ョ ン

J

丘 = 0

年
= 0もよび L

党= 7乞 /

第 四 図. β＋ シ ー 1 < 0 の と き

丘 = 0

二†

≠;笥
｢

､
‾
-
-
-

-
､
､

-
デフ レ ー シ ョ ン

､
､
-
･ 打 = 0

A

-
､

↓
イン フレ

ー シ ョ ン

d

L

盲?

次
に

b

＋
仙

-
-

廿
○

の

場
合
を

検
討
す
る

(

第
三

国
､

第
四

囲
参
照
)

｡

も

＋
巾

I
-

>
○

な

ら

ば

均

斉
状

態
(

さ

=
払

=
○
)

は

安

定
と

な

り
､

も

＋
巾

-
-

<
○

な

ら

ば

均
斉
状
態
ほ

サ
ド

ル

･

ポ

イ
ン

ト

に

な

る
｡

す
な

わ

ち
､

生

産
物
市
場
の

不

均
衡
に

対

す
る

生

産
調
整
の

速
度
が

充
分
速
い

と

き

動

学
体
系
は

安
定
と

な

る
｡

一

方
､

生
産
物
市
易
の

需
給
ギ
ャ

ッ

プ

に

対

す

る

物
価
変
化
率
の

反

応
速
度
α

ほ
､

体
系
の

安
定
性
に

影

響
し

な
い

｡

そ

し
て

均
斉
状
態
に

お

け

る

物
価

変

化

率
を
が

と

す

る

と

(

9
)

､

(

1 4
)
､

(

1 5
)

よ

り

J β∂



一 橋論叢 第 七 十 三 巻 第 二 号 ( 7 2 )

司
I

=

へ

ぺ

→
印

b

＋
m

-
-

(

し
枇
)

と

な

り
､

も

＋
巾

-
-

〃
○

に

応
じ

て

司
★

付
○

と
な

る
｡

こ

こ

で

む

司
書

さ

む

年

初

＋
の

ー
ー

{

…

弱
…

=
…

…

印

耶
‖

誹
<
｡

で

あ

る

か

ら
､

b

＋
の

-
-

>
○

(

<
○
)

の

と

き

は

生

産
物
市
場
の

不

均
衡
に

対

す
る

物
価
変
化
率
の

反
応
速

度
が

大
き
い

(

小
さ

い
)

ほ

ど
､

そ

し

て

そ
れ

に

対

す
る

生

産
調

整
の

速
度
が

小

さ
い

ほ

ど
､

均
斉
状
態
に

お

け
る

物
価
変
化
率
は

高
く
な

る
こ

と
が

分
る
｡

均
斉
状
態
で

は

(

10
)

､

(

1 4
)

よ

り

鞘
芸
あ

り
､

労
働
需
要
の

成
長
率
と

労

働
供
給
成
長
率
は

等

し

く
な
っ

て

い

る

(

こ

の

こ

と

は

必

ず

し

も

き
=

き
を

意

味
し

な

い
)

｡

ま
た

b

＋
巾

-
-

<
○

(

第
四

囲
)

の

場
合
で

体
系
が

d

あ

る

い

は
β

の

径
路
に

あ

れ

ば
､

こ

こ

で

は

鮒
<

言
あ

る
か

ら
､

経
済
は

物
価
変

化
率
を

高
め

な
が

ら

第
一

局
面
に

移
行
す

る

で

あ

ろ

う
｡

五

結
語

以

上
に

お
い

て
､

生

産
物
市
場
の

不
均
衡
に

対
し

て

実
質
産
出
量
の

調

整
と

物
価
変
化
率
の

変
動
が

生

ず
る

こ

と

を

前
提
と

し

て
､

イ
ン

フ

レ

ー

シ

ョ

ン

と

労
働
市
易
の

動
態
を

考
察
し
た
｡

こ

こ

で

得
ら

れ

た

結
論
は

次

の

よ

う
に

要
約
さ

れ

る
｡

労
働
市
場
に

か

な

り

の

非
自
発
的
失
業
が

存
在
す
る

場
合
に

は
､

経
済

は
､

デ
フ

レ

ー

シ

ョ

ン

･

非
自
発
的
失
業
の

増
大
と
い

う
累
積
過
程
を

た

ど

る

か
､

あ

る
い

ほ

物
価
変
化
率
の

上

昇
を

伴
い
､

非
自
発
的
失
業
を

減

㈹
†
′

l

少
さ

せ

(

労
働
需
要
量
が

労
働
存
在
量
に

接
近

す
る

と
い

う
意
味
で
)

完

全
雇
用
へ

接
近

す

る
か

の

径
路
を
た

ど

る

で

あ

ろ

う
｡

前
者
の

累
積
過
程

に

対

し

て

は
､

金
融
緩
和
政
策
に

よ
っ

て

経
済
を

後
者
の

径
路
へ

転
換
す

る

こ

と

が

で

き

よ

う
｡

経
済
が

こ

の

径
路
を

と

る

場
合
､

生

産
物
市
場
の

需
給
ギ

ャ

γ

プ

に

対

す
る

生

産
調
整
の

速
度
が
､

労
働
市
場
の

逼
迫
状
態

に

お

け
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